
　建物及び付帯する設備全体の目視調査、超音波探傷検査、コンクリート圧縮検査等の劣
化度状況を評価のうえ機能診断を行いました。

【超音波厚さ計による部材厚測定】【圧縮強度試験】

1市場管理費目1営業費用項

産業経済部公設地方卸売市場

経営展望策定事前調査業務
5,400 

事業の課題、
今後の方向性等

　躯体については、当面15年間の使用に支障ないとの結論を得ることが出来たので、現建
物の有効利用を図りながら、施設整備の優先度を検討し、衛生管理などの整備に取り組ん
でいきます。

成果目標
　施設の現況における劣化状況を把握・機能診断を行い、その結果に基づく補修方法・工
事費等を検討した修繕計画を策定し、今後の施設の適切な維持管理行うことを目標としま
す。

事業実績
(活動指標)

指標名

高 中 低

特記事項

事業の効率性（費用対効果） 高 中 低

自己評価の理由

　老朽化している水産棟、青果棟の建替問題の論議がされてきましたが、建物劣化度調査
の結果により、躯体については当面15年間の使用に支障ないとの結論を得ることが出来ま
した。しかし、今後の修繕計画には、整備の優先度などを検討したうえで、より詳細な分
析が必要なため「中」といたしました。

自己評価
事業の有効性（効果の達成状況）

H29年度 H28年度 H27年度単位

千円 人
臨時職員 千円 人

再任用（ﾌﾙ） 千円 人

総　計 6,091 千円
再任用（ﾊｰﾌ）

0.1 人

人件費 691 千円
嘱託職員 千円 人

事業費
(H29年度決算額）

5,400 千円
担当正規職員 691 千円

事業の目的・対象
　経営展望策定に向けて、老朽化の進む水産棟及び青果棟において、劣化の状況を把握し
策定の基礎資料とすることを目的としています。

事業の必要性 　経営展望策定の基礎資料に必要です。

事業の内容

コスト
人件費

職員構成
概算人件費

(平均給与×従事職員数)
従事職員数

実施方法 　□直接実施　■業務委託等　□補助金・負担金・助成金

千円

事業名

根拠法令

担当部・課 国道支出金 地方債 その他

千円 5,400 千円

 事務事業評価（主要事業レビュー） 

1市場事業費用 事務事業番号 01010109款

千円

一般財源

千円

Ｈ29年度
（決算額）

財　　源　　内　　訳
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　配線等は既設のものを使用することで工事費用の抑制を図り、既存のアナログカメラ
（14台）を同軸ＨＤカメラに更新し、ハードディスクレコーダーも合わせて更新しまし
た。

 事務事業評価（主要事業レビュー） 

款 1資本的支出 項 1建設改良費 目 1施設改築費 事務事業番号 01010110

千円

事業名 Ｈ29年度
（決算額）

財　　源　　内　　訳

担当部・課 国道支出金 地方債 その他 一般財源

千円 千円 3,780 千円
産業経済部公設地方卸売市場

青果棟監視カメラ更新工事
3,780 千円

根拠法令

実施方法 　□直接実施　■業務委託等　□補助金・負担金・助成金

事業の目的・対象
　現在、青果棟で使用している監視カメラは、平成17年度に設置したものであり、解析度
が低くズーム機能もないため詳細の把握が困難であることから更新します。

事業の必要性
　紛失の早期発見や盗難防止などの防犯体制の強化、また、鳥獣被害の減少や市場使用者
のマナー向上などが期待できます。

事業の内容

コスト
人件費

職員構成
概算人件費

(平均給与×従事職員数)
従事職員数

事業費
(H29年度決算額）

3,780 千円
担当正規職員 691 千円 0.1 人

人件費 691 千円
嘱託職員 千円 人

再任用（ﾌﾙ） 千円 人

総　計 4,471 千円
再任用（ﾊｰﾌ） 千円 人

臨時職員 千円 人

H29年度 H28年度 H27年度

成果目標
　解析度やズーム機能により、防犯体制の強化を図ることと、紛失等の早期発見を容易に
することを目標としています。

事業実績
(活動指標)

指標名 単位

自己評価
事業の有効性（効果の達成状況） 高 中 低

事業の課題、
今後の方向性等

　今後は同軸ＨＤカメラにより、紛失や盗難防止の防犯体制の強化につなげていくよう
に、活用していきます。

特記事項

事業の効率性（費用対効果） 高 中 低

自己評価の理由
　既存のアナログカメラから同軸ＨＤカメラに更新されたことにより、解析度や機能が飛
躍的に向上いたしました。
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　活度を維持するため、水温を自動的に保持できるシステムの冷却・ろ過装置付きの活魚
水槽を導入しました。

事業の課題、
今後の方向性等

  設置後使用しながら改善点などがないか、現場や関係者から意見聴取を行い、平成30年
度にもう一槽設置します。

特記事項

事業の効率性（費用対効果） 高 中 低

自己評価の理由
　当初は、水槽ろ過槽一体型の水槽を想定していたが、現場の意見から使いやすさ等を工
夫して分離型の活魚水槽を購入した。期待は大きいが、年度末の設置であり効果として現
われるのはこれからであることから「中」としました。

成果目標
　活魚槽の導入により、活度の高い状態で卸し業務を行うことにより、価格の上昇が期待
できます。

事業実績
(活動指標)

指標名 単位

自己評価
事業の有効性（効果の達成状況） 高 中 低

H29年度 H28年度 H27年度

人
臨時職員 千円 人

総　計 7,095 千円
再任用（ﾊｰﾌ） 千円

人
再任用（ﾌﾙ） 千円 人

人件費 691 千円
嘱託職員 千円

千円
担当正規職員 691 千円 0.1 人

事業の必要性 　安全安心な生鮮食料品等の安定供給を図るため必要です。

事業の内容

コスト
人件費

職員構成
概算人件費

(平均給与×従事職員数)
従事職員数

事業費
(H29年度決算額）

6,404

根拠法令

実施方法 　□直接実施　■業務委託等　□補助金・負担金・助成金

事業の目的・対象 　地場産の魚をより活度の高い状態でセリにかけることを目的としています。

千円 千円 6,404 千円
産業経済部公設地方卸売市場

水産棟衛生管理事業
6,404 千円 千円

事業名 Ｈ29年度
（決算額）

財　　源　　内　　訳

担当部・課 国道支出金 地方債 その他 一般財源

 事務事業評価（主要事業レビュー） 

款 1資本的支出 項 1建設改良費 目 2固定資産取得費 事務事業番号 01010211
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